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け
る
新
た
な
第
一
歩
。
期
待
と

緊
張
の
日
々
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　

採
用
さ
れ
た
勤
務
地
で
、「
初

め
て
こ
こ
に
来
ま
し
た
。
来
た

こ
と
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
で
し

　

ご
就
職
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

岩
手
県
医
療
局
労
働
組
合

（
県
医
労
）は
、
心
か
ら
み
な
さ

ん
を
歓
迎
し
ま
す
。
人
生
に
お

た
」
と
の
言
葉
を
よ
く
耳
に
し

ま
す
。
そ
ん
な
時
、
ど
れ
だ
け

今
自
分
が
た
く
さ
ん
の
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
な
が
ら
頑
張
っ
て
い

る
か
に
気
づ
い
て
欲
し
い
と
感

じ
ま
す
。
①
仕
事
を
覚
え
る
こ

と
、
②
人
を
憶
え
、
③
場
所
や

物
を
覚
え
、
④
新
し
い
地
域
・

居
住
環
境
、
で
生
活
し
て
い
る

の
で
す
。「
頑
張
り
す
ぎ
ず
慣

れ
る
こ
と
が
大
事
」
と
、
自
分

自
身
に
言
い
聞
か
せ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
４

年
余
。「
絆
」
の
大
切
さ
が
改

め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
私
た

ち
労
働
組
合
は
、「
絆
」の
本
家
・

本
元
で
す
。
仕
事
の
内
容
は
先

輩
に
聞
け
ま
す
が
、
聞
き
に
く

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
人
で

悩
ま
な
い
で
、「
困
っ
た
時
の

新
採
用
者
の
み
な
さ
ん
へ

中
央
執
行
委
員
長
　
中
野
る
み
子
　

労
働
組
合
」
に
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

県
医
労
は
、
元
気
で
働
き
や

す
い
職
場
・
働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
現
実
に
は

医
療
制
度
や
診
療
報
酬
制
度
な

ど
、
厳
し
い
縛
り
の
中
で
、
本

来
の
働
く
喜
び
や
や
り
が
い
、

安
全
・
安
心
の
医
療
・
看
護
を

失
い
か
ね
な
い
環
境
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。「
人
手
を
増
や
し

て
欲
し
い
」「
毎
日
残
業
が
多

く
て
身
体
が
ク
タ
ク
タ
」な
ど
、

改
善
し
た
い
課
題
が
山
積
み
で

す
。
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

組
合
に
加
入
さ
れ
る
こ
と
が
、

よ
り
良
い
環
境
に
変
え
て
い
く

原
動
力
と
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
県
医
労
へ
の
加

入
を
、
声
を
大
に
し
て
呼
び
か

け
ま
す
。

皆さん、初めまして！青年部長の○○と申します。
よろしくお願いします！
青年部では色々な行事を企画しています。フレッ
シュセミナー、中央交流会やスキースノボ交
流会、また他の組合と合同で行うプレアク
トや今年は福島で行われる全国アク
トも楽しいですよ！是非皆で楽
しい思い出を沢山作りま

しょう♪

「一人で悩まないで !! 相談し合い、励まし合うの
が女性部 !!」。私たち女性部は、食事会やレクリ
エーションなどを開催し、その中で職場の状況
などを話し合いながら、楽しく活動していま
す。また、母親大会やはたらく女性の集会
など、医療職場だけでなく様々な職場
の女性たちとも交流しています。
ぜひ、一緒に楽しく活動
しましょう。

青年部長　○ ○ ○ ○

女性部長　○ ○ ○ ○
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研修期間でも時間外で働いた分は
しっかり請求しよう！
研修期間でも時間外に働いた分は
しっかり請求しよう！

睦
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

慣
れ
な
い
仕
事
は
時
間
が
掛

か
る
も
の
。
仕
事
の
手
順
や
物

品
の
場
所
を
覚
え
る
だ
け
で
精

一
杯
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も

帰
宅
時
刻
に
な
っ
て
も
仕
事
が

終
わ
ら
な
い
時
、
あ
な
た
な
ら

ど
う
し
ま
す
か
。
そ
の
ま
ま
帰

宅
で
き
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、

実
際
に
は
そ
う
も
い
き
ま
せ

ん
。
も
ち
ろ
ん
基
本
は
定
時
で

帰
る
こ
と
。
仮
に
時
間
外
ま
で

　

新
採
用
者
・
転
入
者
を
迎

え
、
職
場
は
新
体
制
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
新
し
い
環
境
で

は
、
勝
手
が
分
か
ら
ず
戸
惑
い

も
多
い
も
の
で
す
。
疑
問
や
問

題
は
遠
慮
せ
ず
職
場
の
先
輩
に

尋
ね
、
迎
え
る
側
も
積
極
的
に

声
を
掛
け
、
不
安
を
解
消
し
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

県
立
病
院
に
は
、
正
規
職
員

の
約
７
割
（
医
師
を
除
く
）
が

加
入
す
る
「
労
働
組
合
」
が
あ

り
ま
す
。
正
式
名
称
は
「
岩
手

県
医
療
局
労
働
組
合
（
略
称
＝

県
医
労
）」。
看
護
は
も
ち
ろ
ん

医
療
技
術
や
事
務
、
栄
養
管
理

な
ど
、
臨
時
職
員
や
パ
ー
ト
職

員
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

県
医
労
で
は
、
労
働
条
件
の

改
善
と
労
働
者
の
生
活
向
上
を

追
求
し
、
組
合
員
と
そ
の
家
族

の
福
利
厚
生
も
行
っ
て
い
ま

す
。
権
利
な
ど
様
々
な
学
習
活

動
、
旅
行
や
食
事
会
な
ど
の
文

化
活
動
も
あ
り
、
青
年
部
（
30

歳
ま
で
の
組
合
員
）
で
は
季
節

に
応
じ
、キ
ャ
ン
プ
や
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
交
流
会
な
ど
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
県
医

労
に
加
入
し
、
一
緒
に
学
び
親

働
い
た
場
合
に
は
、
別
途
手
当

が
発
生
し
ま
す
。

　

時
間
外
労
働
の
こ
と
を
「
超

勤
（
超
過
勤
務
）」
と
も
言
い

ま
す
。
日
勤
な
ら
始
業
８
時
30

分
前
、
終
業
17
時
15
分
以
降
は

も
ち
ろ
ん
、
昼
休
憩
（
60
分
）

に
休
め
な
い
分
も
全
て「
超
勤
」

で
す
。「
働
い
た
分
は
請
求
す

る
」の
は
当
然
で
、新
人
で
あ
っ

て
も
法
律
で
の
区
別
は
あ
り
ま

せ
ん
。
も
れ
な
く
き
ち
ん
と
請

求
し
ま
し
ょ
う
。

　「年次休暇」は、個

人が自由に取得できる

休暇です。病気休暇な

どとは違い、取得に特

別な理由は一切不要。

行事や予定が特になく

ても、休みたい時に請

求できます。個人の「権利」であり、病院長

や職場上司から「もらう」ものではありません。

「年次はあげられない
4 4 4 4 4 4

」などと平気で言う職場

管理者がたまにいますが、それは大きな間違

いであり権利侵害です。

　交代制職場では、勤務表作成時に「休み希

望」として、他職員と事前調整していますが、

あくまでも年次取得の正式ルールは「有給休

暇処理簿」に記入し提出すること。使用者側

には、休暇を別の日に変更させる権限（時季変

更権）がありますが、あくまでも「病院の事業

運営に著しい支障がある」などの、特別な場

合に限定されています。　

年次休暇は
個人の「権利」

労
働
組
合
っ
て
何
？

定
時
に
帰
ろ
う

「
超
勤
」は
請
求
し
よ
う

よ
う
こ
そ
県
病
へ

～新採用でも労働者～
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オンリーワン
　

救
援
・
復
興
岩
手
県
民
会
議

が
主
催
す
る
東
日
本
大
震
災
津

波
４
年
の
集
い
が
、
３
月
１
日

に
陸
前
高
田
市
内
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

米
崎
町
の
子
ど
も
た
ち
22
名

に
よ
る
力
強
い
太
鼓
の
演
奏
が
、

各
地
か
ら
集
ま
っ
た
２
３
０
名

の
参
加
者
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
前
日
か
ら
被
災
地

調
査
に
訪
れ
て
い
た
日
本
共
産

党
・
小
池
晃
参
院
議
員
と
全
国

災
対
連
・
小
田
川
義
和
代
表
世

話
人
が
来
賓
あ
い
さ
つ
を
し
、

激
励
と
連
帯
の
言
葉
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

講
演
し
た
戸
羽
太
市
長
は
、

人
材
、
資
材
不
足
で
復
興
が
進

ん
で
い
な
い
現
状
に
つ
い
て
、

「
国
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ

て
い
か
な
い
と
、
理
想
論
を
言
っ

て
も
限
界
が
あ
る
。
金
持
ち
を

も
っ
と
金
持
ち
に
す
る
た
め
に

政
治
が
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
、

　３月11日(水)、盛岡市では《東日本大震災
４周年行事》として14時30分から県公会堂で
「追悼式典」を開催、併せて17時からは盛岡城
跡公園の広場で「祈りの灯火2015」を開催し
ました。
　全国から寄せられた12000個の灯籠に震災
で犠牲になられた方々へ追悼の意を込め、ボ
ランティアが一つ一つ灯りを灯しました。

　いわて労連も実
行委員会に加わり、
激しい風と雪まじ
りの天候の中、15
時30分から設置作
業に取り組み、復
興への想いを一つ
にしました。

困
っ
て
い
る
人
に
手
を
差
し
の

べ
る
た
め
に
政
治
は
存
在
す
る

は
ず
」
と
強
調
。
市
民
に
寄
り

添
い
、
復
興
を
担
う
仲
間
で
あ

る
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
日
本
の
ど
こ
に

も
な
い
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
の

町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
決
意

を
話
し
ま
し
た
。

　
「
被
災
地
の
今
を
語
り
合
う
」

を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
、
市
の

復
興
に
携
わ
る
４
名
（
商
工
業
、

建
設
業
、
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
）
か
ら
の
報
告
で
は
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
お
茶
っ
こ
飲
み

会
、
出
前
相
談
な
ど
各
分
野
の

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

東日本大震災津波４年のつどい

誰もが安心して暮らせる

オンリーワン の町づくり

ｉｎ陸前高田

米崎町の子どもたちによる重倉太鼓の演奏（陸前高田市営農センター）

戸羽 太 陸前高田市長

復興への誓い
～これからも共に～
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税
務
署
へ
申
し
い
れ　

重
税
反
対
を
ア
ピ
ー
ル　

　

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
日
本

医
労
連
の
自
治
体
・
公
的
病
院

労
組
の
全
国
交
流
集
会
が
、
２

月
28
日
か
ら
３
月
１
日
に
、
兵

庫
県
神
戸
市
内
で
開
催
さ
れ
、

13
都
府
県
か
ら
46
人
（
県
医
労

か
ら
３
人
）が
参
加
し
ま
し
た
。

　

折
し
も
、
阪
神
淡
路
大
震
災

か
ら
20
年
と
い
う
こ
と
で
、
神

戸
駅
の
地
下
広
場
で
は
、
パ
ネ

ル
展
示
が
さ
れ
、
東

日
本
大
震
災
・
津
波

の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、「
地

域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
と

自
治
体
病
院
」
と
題

し
て
、
三
重
短
期
大

学
・
長
友
教
授
が
記

念
講
演
。
今
の
国
の

姿
勢
を
「
社
会
保
障

に
お
け
る
公
的
責
任

か
ら
の
脱
走
を
図
り

つ
つ
あ
る
」と
批
判
。

住
民
の
声
が
生
き
る

地
域
医
療
づ
く
り
が
大
事
だ
、

と
話
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
組
織
拡
大
や
労

働
条
件
の
改
善
な
ど
で
各
地
か

ら
特
別
報
告
の
後
、
２
つ
の
分

科
会
に
分
か
れ
ま
し
た
。

　
「
夜
勤
改
善
と
大
幅
増
員
」

分
科
会
で
は
、
人
手
不
足
、
パ

ワ
ハ
ラ
、
不
払
い
労
働
な
ど
の

実
態
と
組
合
の
取
り
組
み
が
交

流
さ
れ
、
特
定
行
為
の
ミ
ニ
学

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
地
域

医
療
を
ま
も
る
た
た
か
い
」
分

科
会
で
は
、
地
域
医
療
構
想
を

前
提
に
、
自
治
体
病
院
の
新

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
、

ベ
ッ
ド
削
減
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

さ
れ
る
危
険
性
と
地
域
医
療
を

守
っ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を

確
認
し
合
い
ま
し
た
。

自
治
体
病
院
労
組
等
が
集
ま
り
、交
流

住
民
の
声
が
生
き
る
地
域
医
療
づ
く
り
を
！

日
本
医
労
連
自
治
体
・
公
立
病
院
労
組
全
国
交
流
集
会
　

吉村書記次長（右）が全体まとめ

これ以上の増税は許さない！
３・13重税反対全国統一行動

　３月13日、重税に反対する統一行動が全国で行わ

れ、盛岡では、教育会館を会場に県中央集会が開催

されました。「消費税をなくす全国の会」の木口力

事務局長が、「国の財政は消費税を上げなくても問

題ない。消費税を無くしてもやっていける。後世に

悪税を残さないことが大事」と講演しました。

　講演終了後は、増税反対だけでなく被災地復興や

いのち・くらしを守るアピールをしながら盛岡税務

署までデモ行進し、税務署長に重税反対の要望書を

申し入れました。
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看護部

　

日
本
医
労
連
、
自
治
労
連
、

全
大
教
の
医
療
３
単
産
共
催
の

「
３
・
３
国
会
議
員
要
請
行
動
」、

「
３
・
４
対
政
府
交
渉
」
が
行
わ

れ
、
全
国
か
ら
３
２
１
名
（
県

医
労
か
ら
は
３
名
）
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

「
夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
」
署
名

22
万
４
５
５
９
筆
を
積
み
上
げ

て
開
催
さ
れ
た
意
思
統
一
集
会

に
は
、
６
名
の
国
会
議
員
（
い

ず
れ
も
共
産
）
か
ら
激
励
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
保
団
連
の

寺
尾
正
之
氏
は
「
医
療
提
供
体

制
と
医
療
保
険
制
度
の
『
一
体

的
改
革
』
の
現
段
階
と
課
題
」

と
題
し
講
演
。
今
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
①
医
療
・
介
護
の

給
付
抑
制
②
病
床
削
減
③
医
療

費
の
負
担
増
の
一
体
的
攻
撃
で

あ
り
、
患
者
は
病
院
か
ら
地
域

に
押
し
出
さ
れ
、
家
庭
や
地
域

で
も
受
け
止
め
る
担
い
手
は
不

足
し
て
い
る
と
指
摘
。
住
民
本

位
の
医
療
・
介
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
つ
く
り
、
住
民
の
目
線
で

声
を
上
げ
、
地
方
自
治
体
へ
の

要
請
や
、
政
府
へ
働
き
か
け
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
各
団
体
か
ら
、
看
護

実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
基

に
し
た
職
場
の
過
酷
な
現
状
や
、

働
き
に
く
い
環
境
の
一
因
と
し

て
パ
ワ
ハ
ラ
が
長
い
期
間
続
い

て
い
る
実
態
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

午
後
の
国
会
議
員
要
請
で
は
、

地
元
選
出
の
議
員
ら
を
訪
問
し
、

看
護
・
介
護
現
場
の
人
手
不
足

の
深
刻
な
状
況
を
訴
え
、
賛
同
・

紹
介
議
員
（
黄
川
田
議
員
・
民
主
、

平
野
議
員
・
無
所
属
）
の
２
名
に
、

「
夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
」
の
為

の
国
会
請
願
署
名
を
手
渡
し
ま

し
た
。　

　

４
日
の
政
府
交
渉
は
、
厚
労

省
や
総
務
省
な
ど
７
つ
の
分
野

に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

看
護
関
係
の
厚
労
省
交
渉
に
は
、

全
国
か
ら
40
名
以
上
が
参
加
。

看
護
現
場
の
過
酷
な
実
態
と
し

て
「
Ｋ
Ｋ
Ｒ
札
幌
医
療
セ
ン
タ
ー

で
の
新
卒
看
護
師
の
自
死
」
に

つ
い
て
発
言
が
あ
り
、
多
く
の

医
療
現
場
が
人
員
不
足
で
、
同

じ
事
が
起
こ
り
う
る
現
状
で
あ

る
こ
と
を
訴
え
、『
看
護
師
確
保

法
』
に
夜
勤
回
数
や
勤
務
間
隔

12
時
間
以
上
な
ど
、
最
低
限
の

規
制
を
国
の
責
任
で
盛
り
込
む

こ
と
を
強
く
要
請
し
ま
し
た
。

３・３国会議員要請行動 ３・４対政府交渉

増員署名に託す！切実な現場の訴え

新卒看護師自死について発言する
KKR札幌医療センターの看護師

いきがいのもてる看護を!!

2015年岩手県ナースウエーブ集会

新人を誘って参加しよう！
楽しく働き続けられる職場を作ろう！

 主催：岩手県医療労働組合連合会看護対策委員会

［日時］　５月16日㈯　13：00 ～
［会場］　おでってホール
　　　　白衣に着替えて集合
［企画］　○基調報告　
　　　　○記念講演　「ハラスメントをどうとらえるか」
　　　　　講師：高山直子さん（サポートハウスじょむ）
　　　　○リレートーク「職場からの報告」
　　　　○白衣のアピール行進・署名行動
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自
分
を
磨
い
て 

女
子
力

女性部
　

岩
手
医
労
連
第
55
回
女
性
労

働
学
校
が
、
２
月
21
日
、
盛
岡

市
勤
労
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

午
前
は
分
科
会
が
行
わ
れ
、

第
１
分
科
会
は
佐
々
木
良
博
弁

護
士
を
講
師
に
「
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
つ
い
て
」
を
学
習
。
パ
ワ

ハ
ラ
が
労
働
相
談
の
３
割
を
占

め
て
お
り
、
パ
ワ
ハ
ラ
と
指
導

の
違
い
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定

義
を
知
る
こ
と
の
重
要
性
を
学

び
ま
し
た
。

　

第
２
分
科
会
は
「
エ
コ
講
座

＝
風
呂
敷
結
び
」。
講
師
は
岩

手
県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
川

辺
弥
生
さ
ん
。
実
用
的
な
も
の

か
ら
、
お
し
ゃ
れ
な
も
の
ま
で

風
呂
敷
の
結
び
方
を
学
び
ま
し

た
。
昔
は
商
人
が
家
の
ロ
ゴ
を

入
れ
て
宣
伝
も
兼
ね
て
使
っ
て

い
た
と
い
う
歴
史
も
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

第
３
分
科
会
は
人
気
の
「
健

康
づ
く
り
講
座
」。
今
回
は
、

自
然
に
任
せ
て
、
頑
張
ら
な
い

運
動
。
脱
力
の
仕
方
、
自
分
の

体
重
を
使
っ
て
で
き
る
指
圧
方

法
な
ど
を
自
立
整
体
法
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
・
食
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
早
渡
京
子
さ
ん
が
伝
授
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
岩
手
大
学
教
育
学

部
長
の
新
妻
二
男
さ
ん
が
講

演
。
青
年
期
の
特
徴
を
時
代
背

景
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
分
析
。

現
代
の
青
年
は
人
と
の
繋
が
り

が
薄
れ
て
い
る
が
、
そ
の
寂
し

さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
ア
イ
テ
ム

（
ゲ
ー
ム
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
）
が

あ
る
。
物
に
つ
い
て
熱
く
話
す

「
物
語
り
」
は
で
き
る
が
、
人

に
つ
い
て
話
す
「
人
語
り
」
が

で
き
な
い
と
人
間
関
係
の
希
薄

さ
を
指
摘
。
青
年
か
ら
見
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
「
未
来
」
を
取
り

戻
せ
る
か
ど
う
か

は
、
大
人
の
課
題
で

も
あ
る
と
結
び
ま
し

た
。

　

こ
の
日
の
女
性
労

働
学
校
に
は
、
岩
手

医
労
連
加
盟
単
組
か

ら
60
名
（
県
医
労
10

支
部
・
本
部
20
名
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

講演する新妻二男さんと聞き入る参加者

パワハラについて話す
佐々木良博弁護士

土踏まずをフミフミ。足つぼ
マッサージ。「気持ちい〜」

「エコ講座＝風呂敷
結び」。形に合わせ
て、おしゃれに結ぶ。

中央支部女性部が「ランチの会」

ゆっくり食事ができました
　中央支部女性部は２回にわたりランチの会
を開催しました。
　１回目の２月28日は和食コース。老舗料亭
「駒龍」で18名が参加して季節の料理を堪能し
ました。２回目の３月３日は洋食コース。「ホテルメトロポリタンニューウイン
グ」で14名が参加。食べるだけでなく、食事会の前には36協定について、しっ
かり（！）勉強しました。
　参加者からは「ゆったりとした、とてもすてきな時間を過ごすことができま
した」との感想が寄せられました。

和食コース（料亭「駒龍」）

洋食コース（ホテルメトロポリタンニューウイング）

岩
手
医
労
連
第
55
回
女
性
労
働
学
校

UP!
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震
災
か
ら
４
年
が
経
ち
、
そ

の
間
変
わ
ら
な
い
こ
と
、
変

わ
っ
た
こ
と
、
様
々
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
沿
岸
被
災
地
の
復

興
は
明
ら
か
に
ま
だ
ま
だ
で

す
。
一
人
ひ
と
り
が
健
や
か
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日
々
が
来

て
欲
し
い
も
の
で
す
。。

大
船
渡
支
部
　
○
○
○
○

　

　

　

２
月
に
福
島
第
一
原
発
の
近

く
を
通
っ
て
き
ま
し
た
。
民
家

や
商
店
の
前
は
バ
リ
ケ
ー
ド
が

あ
り
、
立
入
禁
止
。
こ
こ
に
い

る
人
々
の
生
活
が
奪
わ
れ
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。
遠
目
に
見

る
第
一
原
発
が
と
て
も
恐
く
思

い
ま
し
た

南
光
支
部
　
こ
ん
に
ゃ
く

　

　

　

明
日
は
３
・
11
。
14
時
内
示

と
の
こ
と
。
震
災
を
体
験
し
た

者
と
し
て
、
な
ん
だ
か
ソ
ワ
ソ

ワ
。
職
場
の
メ
ン
バ
ー
も
飛
ば

さ
れ
な
い
か
…
と
、
心
こ
こ
に

あ
ら
ず
。
働
き
や
す
い
職
場
ナ

２
月
号
パ
ズ
ル

２
月
号
パ
ズ
ル

　

２
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
31
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
２
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

ち
ー
こ（
久
慈
支
部
）、
マ

サ
オ
、
じ
ゃ
が
い
も
の
花
、

匿
名
希
望（
中
央
支
部
）、
そ

う
ま
。（
中
部
支
部
）、
半
額

シ
ー
ル
の
女（
江
刺
支
部
）、

お
つ
か
れ
マ
マ
、
バ
ナ
ナ
ケ
ー

キ（
磐
井
支
部
）、
雪
だ
る
ま

（
大
東
支
部
）、
匿
名
希
望（
大

船
渡
支
部
）

ン
バ
ー
ワ
ン
は
、
一
体
ど
こ
な

ん
で
し
ょ
う
か
。
平
等
な
勤
務

表
作
成
し
て
く
れ
る
上
司
お
願

い
し
ま
す
。

中
部
支
部
　
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ

　

　

　

今
回
の
パ
ズ
ル
は
少
し
難

し
く
自
分
で
は
５
つ
し
か
見

つ
け
ら
れ
ず
、
長
男
（
小
５
）

が
参
戦
!!
残
り
２
つ
見
つ
け

て
く
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
は

「
早
く
寝
な
さ
い
！
」「
宿
題

や
り
な
さ
い
！
」
な
ど
口
う
る

さ
く
言
い
、
時
に
ム
カ
つ
く

こ
と
も
あ
る
子
ど
も
で
す
が
、

「
マ
マ
～
、
み
つ
け
た
よ
～
」

の
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
を
見
る
と
、

や
っ
ぱ
り
か
わ
い
い
で
す
。

中
央
支
部
　
○
○
○
○

　

　

　

先
日
、
網
走
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。
憧
れ
の
流
氷
を
見
に

行
っ
た
の
で
す
が
、
強
風
・
高

波
で
舟
が
動
か
ず
、
見
れ
ず

じ
ま
い
で
し

た
。
来
年
に

持
ち
越
し
で

す
。

久
慈
支
部
　

リ
ア
ス
先
輩

　

今
年
は
統
一
地

方
選
挙
の
年
で
、

４
月
に
知
事
や
議

員
等
の
選
挙
が
全

国
で
行
わ
れ
る

（
岩
手
県
は
大
震

災
の
影
響
で
９
月

の
予
定
）。
今
の

政
治
に
ノ
ー
を
突

き
つ
け
る
の
は
、
衆
・
参
議
院

選
挙
だ
け
で
な
く
、
統
一
地
方

選
挙
も
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
。

政
権
与
党
の
推
す
候
補
が
落
選

す
る
こ
と
に
よ
り
、
世
論
が
今

の
政
治
に
納
得
し
て
い
な
い
こ

と
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
▼

実
際
に
は
、
候
補
者
が
無
所
属

と
言
い
な
が
ら
、
実
は
過
去
に

保
守
政
党
か
ら
立
候
補
し
て
い

た
り
、
党
利
党
略
で
有
利
な
候

補
に
相
乗
り
し
て
い
て
も
分
か

り
に
く
い
。
わ
た
し
た
ち
有
権

者
は
、
そ
の
な
か
で
し
っ
か
り

と
候
補
者
の
政
策
や
人
と
な
り

を
判
断
し
て
投
票
す
る
必
要
が

あ
る
▼
も
っ
た
い
な
い
こ
と
に

投
票
に
行
か
な
い
人
達
は
、
世

論
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
を
自
分

達
で
逃
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。「
何
千
何
万
人
の
う
ち
の

１
人
が
投
票
し
な
く
て
も
影
響

は
無
い
し
何
も
変
わ
ら
な
い
」

と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
今
の
投
票
率
か

ら
考
え
る
と
、
そ
の
１
人
が
投

票
す
る
こ
と
で
大
き
く
政
治
が

動
く
可
能
性
が
高
い
。
選
挙
の

大
切
さ
を
ま
わ
り
に
ひ
ろ
げ
、

し
っ
か
り
と
投
票
す
る
こ
と
が

重
要
だ
▼
１
人
の
力
は
た
か
が

し
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ

で
何
も
し
な
い
と
本
当
に
何
も

変
わ
る
こ
と
は
無
い
。
一
歩
踏

み
出
さ
な
い
こ
と
に
は
何
も
始

ま
ら
な
い
▼
１
人
が
２
人
、
２

人
が
４
人
と
増
え
て
い
く
こ
と

で
大
き
な
力
に
な
る
。
組
合
活

動
も
同
じ
。
み
ん
な
が
一
緒
に

声
を
上
げ
る
こ
と
で
、
大
き
な

力
と
な
る
。
４
月
は
組
合
加
入

を
促
進
さ
せ
て
、
要
求
実
現
の

た
め
の
力
を
結
集
さ
せ
て
い
こ

う
。    

（
Ｈ
）
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高
校
進
学
の
時
、
工
業
高
校

に
進
学
し
た
か
っ
た
が
、
色
弱

が
あ
り
進
学
を
断
念
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
姉
が
准
看
護
師

を
し
て
い
て
、
祖
母
か
ら
も
す

す
め
ら
れ
た
こ
と
や
、
学
校
の

先
生
か
ら
、
男
も
看
護
師
に
な

れ
る
と
聞
き
、
看
護
師
に
な
っ

た
。

　

看
護
師
に
な
っ
て
ず
っ
と
精

神
科
看
護
に
関
わ
っ
て
き
た
。

　

今
は
、
精
神
科
も
在
宅
医
療

と
い
う
流
れ
だ
が
、
何
十
年
と

入
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん
も
多

く
、
退
院
が
難
し
い
ケ
ー
ス
が

多
い
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
大

変
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

　

組
合
加
入
は
、
17
才
で
働
き

始
め
た
と
き
、
先
輩
の
看
護
師

に
「
入
れ
！
」
と
言
わ
れ
て
素

直
に
入
っ
た
。

　

青
年
部
の
頃
、
田
沢
湖
わ
ら

び
座
で
行
わ
れ
た
第
１
回
全
国

ア
ク
ト
に
参
加
（
県
医
労
か
ら

63
名
）
し
て
、
い
ろ
ん
な
人
達

と
交
流
で
き
る
の
が
楽
し
く

て
、
３
年
ぐ
ら
い
続
け
て
参
加

し
た
。

　

支
部
長
を
や
っ
て
い
た
時

は
、
北
陽
と
一
戸
病
院
の
統
合

が
あ
り
、
色
々
大
変
だ
っ
た
。

　

組
合
で
も
仕
事
で
も
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
大
切
。
お
か
し
い
と

思
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
都
度
声

に
出
す
よ
う
に
し
て
、
う
や
む

や
に
し
な
い
こ
と
が
大
事
だ
。

そ
う
し
な
い
と
、
医
療
事
故
や

労
働
条
件
の
悪
化
に
つ
な
が
っ

て
し
ま
う
。
今
の
権
利
が
あ
る

の
は
先
輩
た
ち
が
た
た
か
っ
て

き
た
か
ら
だ
。

　

娘
も
看
護
師
で
弘
前
に
嫁
い

で
い
る
。
子
ど
も
が
ま
だ
小
さ

い
が
夜
勤
も
し
て
い
て
大
変
。

い
ろ
い
ろ
考
え
、
弘
前
に
家
を

建
て
た
。
退
職
し
て
、
こ
ち
ら

の
家
の
整
理
が
で
き
た
ら
弘
前

に
移
住
し
、「
孫
の
世
話
」
を

す
る
。
弘
前
に
は
、
安
い
日
帰

り
温
泉
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で

「
温
泉
三
昧
」
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
仕
事
の
こ
と
は
、
そ

の
後
に
考
え
た
い
。

退職者インタビュー

○ ○  ○ ○ さん

（一戸支部）

　○○さんは、かつての県立北陽病院の前身である

県立二戸療養所が初任地で准看護師として働き始め

ました。昭和49年から２年間、高等看護学校に進学。

その後、北陽病院、一戸病院、南光病院を経て今年、

一戸病院看護師長で定年退職を迎えます。

　「精神科は学ぶことが多い」と振り返ります。

　これまでの組合活動やこれからについてお聞きし

ました。

看
護
師
に

 

な
っ
た
き
っ
か
け

看
護
師
と
し
て
の
思
い

組
合
加
入
の

　
き
っ
か
け
と
思
い
出

後
輩
に
ひ
と
言

今
後
の
予
定

仕
事
も
組
合
も

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切



　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

４
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

４月の予定
７日（火）	 看護部会（県民会館）

18日（土）	 支部長会議（水産会館）

	 さようなら原発集会2015（教育会館）

18日（土）〜19日（日）

	 日本医労連2015年役員セミナー（松島）

25日（土）〜26日（日）

	 退職者をねぎらう集い（秋田県大仙市）

25日（土）〜５月１日（金）

	 ＮＰＴ再検討会議（ニューヨーク）

26日（日）	 集団的自衛権を考える集い（県公会堂）

５月の予定
１日（金）	 第86回メーデー

３日（日・祝）	 憲法記念日のつどい（プラザおでって）

16日（土）	 ナースウェーブ集会（プラザおでって）

23日（土）〜24日（日）

	 岩手医労連青年部プレアクトいわて（愛隣館）

23日（土）	 支部長会議

第71回定期大会第71回定期大会
日　時　 6月19日㈮
　　　　20日㈯
ところ　 

全支部、代議員の参加で成功させよう


